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公開授業 4年3組 理科学習

不思議だね､私たちの体 Ⅰ

1.単元名 :｢不思議だね､私たちの体 Ⅰ｣

<新>学習指導要領

B区分生命 .地球 (1)人の体のつくりと運動

2.本実践における捜業者の主張

｢人形を人に近づけよう｣という目標に向かっ

て学習を進めることにより､人の体を観察する

ことの意義や問題を見出し､観察やものづくり

という理科の特性を生かしながら問題を解決し

ていこうとする子どもたちを育てることができ

る

模型をつくるために必要なことは何かを考え観

察や試行錯誤を伴うものづくりを行うなど､探

究的なプロセスを通して問題解決をすることに

より､意欲的に学び続ける子どもたちを育てる

ことができる｡

3.単元について

(1)単元設定の理由

6月に国語の授業で ｢『かむ』ことの力｣の学習

を行ったが､その学習の中で､｢歯｣｢骨｣｢関節｣

｢筋肉｣という言葉が出てきた｡チビもたちはどこ

かで聞いたことがあったり､本などで見たことが

あったりしたためか､殆どの子がこれらの青葉と

意味を知っていた｡しかしながら､じっくりと観

察した経験があるわけではなく､それほど興味 ･

関心も無い棟であった｡そこで､国語の授業で学

んだ直後の今､国語科と理科との関連を図り本単

元を実践することにより､子どもたちにとって言

葉を理解するだけの学びではなく自分の体をじっ

くりと観察し骨 ･関節 ･筋肉について実感を伴っ

た理解を得ることができる意味のある学びにした

五十嵐 敏文

いと考えている｡ また､下記に記 した理科に関す

るアンケー ト結果より､実験に比べると ｢観察を

とても好き｣と答える子が少ないというクラスの

実態が見えてきたことも一つの理由である｡

実験が とても好き......･32人

まあまあ好き∴ .一. ･3人

少し好き.... ･3人

あまり好きではない - ･0人

観察が とても好き- ..- ･13人

まあまあ好き.. ･13人

少し好き - ...- ･6人

あまり好きではない ..･4人

まったく好きではない .;2̂

本単元は､観察をする機会が多い｡模型をつ く

るために必要な情報を得ることを目的に観察をさ

せたり､自分の体を触 りながら観察することによ

り新たな発見をさせたりすることにより､観察す

ることの意義や楽しさを味わわせたいと考えてい

る｡ 以上の2つが単元設定の主な理由である｡

(2)単元の背景

本単元の内容は､過去何回か指導する内容と学

年が変わってきている｡

昭和52年 学習指導要領 第6学年

内容 【人体は､骨によって支えられ､それにつ

いた筋肉の働きで体を動かすことができ

ること】

平成元年 学習指導要領 第3学年

内容 【人が体を動かすことができるのは､骨や
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筋肉の働きによること】

平成10年 学習指導要領

内容 【取り扱い無】

平成20年 学習指導要領 第4学年

内容 【人の体には骨と筋肉があること･人が体

を動かすことができるのは､骨､筋肉の

働きによること】

10年ぶりに復活した単元である｡人の骨や筋肉

は､実際に観察することが難しい｡そこで､自分

の体をじっくり観察することはもちろんのこと､

人体骨格標本や映像､写真､動物などの資料を大

いに活用することが大切になってくる｡ロボット

や動物と人を比較 し調べることによって､人の体

のつくりの巧みさや不思議さ､そして素晴らしさ

を味わい､生命の神秘さについて実感させていき

たい｡また､第 4学年の問題解決学習で大切にし

たいことは､事象と事象との関係付けである｡ 骨

と筋肉の存在と働きに気付かせた後､骨を動かせ

る要因は何かを考え調べることにより､事象と事

象を関係付ける問題解決能力を育てたい｡

(3)骨の働きについて

人は206もの骨をもつ｡部位によってそれぞれ

骨の大きさは異なり､働きも異なる｡NPO法人運

動器疾患研究所によれば､主な働きは次の5つで

あるとしている｡

①上肢､下肢､体幹の支柱 となるとともに､筋肉

や内蔵の支えとなる｡

②脳､心臓､肺､脊髄などの重要な周囲を骨で囲

んで､守る｡

③骨に付着している筋肉の伸び縮みによって､関

節が動き､体を動かす事ができる｡

④血液中のカルシウムは常に一定でなくてはいけ

ない｡したがって､血液中のカルシウムが多い

ときは､骨に貯蔵 しておく｡ 逆に少なくなって

くると､骨からカルシウムが流出して､補う｡

⑤骨の内部にある骨髄で､血液の成分である赤血

球､白血球､血小板などが生成されます赤血球

は一日に2千億個も作られている｡

(4)筋肉の働きについて

①体を動かす-筋肉が収縮 ･進展することで､関

節を曲げたり伸ばしたりすることができ､体を

動かすことができる｡

②熟の産生･･･人は生きていくために一定の熟を作

り出す必要がある｡ その熱は筋肉や内臓からつ

くりだされるのであるが､筋肉から約 6割の熟

を作 り出している｡

③体温調整-運動をして発生した熟を体外に放出

する｡ また寒い時には､体が震えることで熟を

作 り出し､筋肉が収縮 して熟を体内に閉じ込め

る

④血液を心臓に送る-心臓から送り出された血液

は､筋肉御動きで心臓へ送 り返される｡

⑤骨や関節を守る-走ったり走ったときの衝撃を

吸収したりして､骨や関節を守る｡

第4学年においては､骨①③､筋肉①を学ぶこ

とになる｡しかし､子どもたちの気付きや子ども

たちの問い ･問題によっては､発展的な内容とし

て他の項目についても学んでいくことが考えられ

るため柔軟に対応していきたい｡

4.理科学習における ｢学び続ける子ども｣
とは

理科学習における ｢学び続ける子ども｣とは､

実際に観察 ･実験等を行いながら､仲間と共に問

題解決していく子どもである｡理科学習の特性の

一つとして､実験 ･観察が挙げられる｡｢学び続け

る子ども｣を育成するために､実験や観察を通し､

子ども一人一人の願いや求め､問いを可能な限り

出発点としながら､これらの願いや求め､問いか

ら学習問題を子どもと共に練 り上げて､学びの土

俵を築いていくことが必要であると考える｡ 子ど

もの願い ･求め ･問いを出発点にすることにより､

予想や結論を求める場での話 し合いが活発化し､

実験や観察､結果､結論への関心 ･意欲が高まる

ことが期待できるからである｡

理科における問いが生じる場面は､自然の事物 ･

事象との出会いの場面であるが､自然の事物 ･事
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象との出会いには､｢対象に働 きかけて､初めて

変化が起きる場面｣と ｢対象自体が変化する場面｣

の2つの場面がある｡｢対象に働きかけて､初めて

変化が起きる場面｣では､それぞれの子どもが問

いを見出せるよう､様々なアプローチや試行錯誤

ができるようにし､｢対象自体が変化する場面｣で

は､それぞれの子どもが問いを見出せるよう､時

間をかけてじっくりと観察や記録ができるように

する必要がある.子どもたちが一人一人問いを見

出すことができた後は､クラス全員の問題になる

よう､お互いの問いを出し合い､聞き合うことが

できるような ｢相互作用の場｣を､時間をかけて

じっくりと設ける. 様々な一人一人の問いを知る

ことに始まり､その問いを分類し共有し合うこと

により､学級集団の ｢問題｣へと変わる｡学級集

団の ｢問題｣に変わった瞬間､子どもたちは仲間

と共に ｢実験 したい｣｢観察したい｣｢調べたい｣
｢確かめたい｣と思い､学び続けることができるで

あろう｡

本実践は､子どもたちにとって人の体を学ぶ最

初の学習である｡自分自身の体をじっくりと観察

したり､触ったり､動かしたりしながら骨や筋肉

の存在と働きに気付くことになる｡ しかしながら､

骨や筋肉は直接日には見えず､詳しく調べたり観

察したりしていくには限界があり､子どもたちが

学び続けていこうとする意欲の低下が懸念される｡

そこで､書画カメラを使い､どの子にも同じ腕の

骨格や筋肉の動きを観察することができるように

し問題を共有することができるようにしたり､人

体骨格標本や映像 ･写真などの資料を活用するこ

とにより､目には見えない人の体の中を調べてい

けるようにしたりすることにより､驚きや発見を

チビもたちにもたせたい｡問題の共有化や人の体

に関する驚きや発見こそが､学び続ける原動力と

なり､人の体の神秘さや素晴らしさに気付けるきっ

かけになると考えている｡

5.学び続けるこどもを育てるための手立て

以下の ｢課題のコントロール｣｢素材のコント

ロール｣｢相互作用の場のコントロール｣｢問題解

決学習の充実｣の4点を､｢理科学習における学び

続ける子ども｣を育てる具体的手立てと考える｡

課題のコントロール

本実践の導入は導入では ｢五十嵐君人形を人に

近づけてあげよう｣と課題を提示する｡後でも詳

しく述べるが､｢人に近づけてあげよう｣と課題を

設定した理由として､探究的なプロセスを通して

問題解決をしていく子どもたちの姿 (人に近づけ

るためには何が必要なのだろうか､腕や脚をつく

る前に人の体をじっくりと調べる必要があるので

はないだろうか､つくり方はどのようにしたらよ

いのか等､一つの人形を人に近付けるという目標

に向かって学級全体で問題を見出し､解決してい

こうとする姿)が期待できるためである｡

また､最初は ｢人の腕｣に特化する｡ 人の腕は､

骨 ･関節 ･筋肉の存在に気付 きやすく､木や輪ゴ

ムを用いて､簡単な模型を作 りやすいためでもあ

る｡ 子どもたちは､人の腕の簡単な模型を作ると

いう目標に向かって､自分の腕を観察しながら友

達と共に試行錯誤を通したものづ くりを行うこと

ができ､そこから､人の体についての学習に関心 ･

意欲をもって取り組んでいけることが期待できる｡

素材のコントロール

紙粘土やラップの芯を骨の代わりに使うなど､

素材も自由に子どもたちに考えさせ腕の模型を作

ることも考えられるが､今回は､授業者が素材を

指定する｡ 素材が子どもによってそれぞれ違うと､

子どもたちは同じ土俵で腕のつくりや働きを調べ

ていくことが難しくなり混乱することが考えられ

るためである｡同じ土俵であれば､友達と共に問

題を解決しようと学習に取 り組む子どもの姿が期

待できる｡

骨の代わりに木､筋肉の代わりに輪ゴム､輪ゴ

ムを木とつなげるための物としてヒートンを用い

る｡木は､人の骨と同じように硬いということだ

けではなく､ゴムをつけるヒー トンを何度も刺 し

たり抜いたりすることができる｡子どもたちが試

行錯誤しながら腕の簡単な模型を作るには､最適
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な素材であると考える｡

輪ゴムは､伸びたり縮んだりする筋肉と似た性

質がある｡また､昨年度､ゴムの働 きの学習を子

どもたちは終えている｡輪ゴムのかけ方によって

は､木が曲がったままになってしまったり輪ゴム

が伸びたり縮んだりしなかったりと､人の腕に模

型を近づけようと､試行錯誤 しながらものづ くり

をすることができる材料である｡

相互作用の場のコントロール

理科の学習において､｢問題発見｣｢予想｣｢実

験 ･観察｣｢考察｣｢結論｣の場面など､相互作用

が起きると考えられる場は様々である｡

｢問題発見｣の場面では､クラス全員の問題にな

るよう､子 どもたち一人一人の問いを出し合い､

聞き合うことができるような ｢相互作用の場｣を､

時間をかけてじっくりと設ける｡友達の様々な問

いを知 り､その問いを分類 し共有し合うことによ

り､学級集団の ｢問題｣へ と変わっていくことが

期待できる｡｢問題｣が明確化されることにより､

みんなでこの ｢問題｣を解決していこうという子

どもたちの学習に対する意欲が高まるであろう｡

｢考察｣や ｢結論｣の場では､定型文の活用や小

集団での話し合い､書画カメラやプレゼンテーショ

ンソフトの活用などによって､お互いの考えを出

し合い､結論へと導いていけるよう工夫していく｡

多 くの意見を聞くことができたり､友達の考えが

より詳 しく伝わったりすることにより､子どもた

ちにとって納得のいく結論になるであろう｡また､

どの子にとっても納得することができた結論であ

れば､その結論から､学級集団の次の ｢問題｣が

生まれてくることも期待できるなど､学び続ける

サイクルができるのではないかと考える｡

本実践では､人の腕のつ くりに近づけるための

より良い輪ゴムの付け方を話 し合いにより結論付

けていく｡ その際には､発表する子がつくった模

型やそのようにつ くった理由 ･意図がどの子にも

伝わるように､授業者が模型の絵をホワイ トボー

ドに措いてい く｡ 発表する子どもが模型を自ら提

示 しながら言葉で説明すること､授業者がその模

型を絵で表すこと､発表を聞く子どもたちはホワ

イトボー ドの近 くに集まることにより､｢相互作用

の場｣を活性化させることを狙う｡

問題解決学習の充実

自然の事物現象

問題発見 ･把握

l

予想 ･仮説

敬実●

l

察観

滋
∵

.顎
∵

結論

憤 然に働 きかけて､自然から‡LI----一一---I-I----I----------.b一一一一.JTI----lI-~~~-I-~--~--Ill-~-I----~---一一･･l
聞 題を見出す ･観察や記録を:L1-I-Ill-ll-Ill--I--I-I----I-I--__■lp-IA----------------1-I--ll
;通 して問題を見出す;l..--._------------fI■■-I_._.■-■
○児童が学習問題を把握して解

決 していくことができるよ

う､｢目標の明確化｣をする

O｢現象をじっくりと観察で

きる教材開発｣をする

:問題を設定して､自分の仮説L■■●■-I-----■---I'■■'''1-t■-.Ill---■･-～一一一一-■●■■一一一Jr■~~---I----lI-----II--■一°~~■~~-●■1----I--~ヽ
凍観察 ･実験を通して結果を㌻LI----■■一●■■------ld■一-ld--.'1--●●一-■■■■-一一■■--LJ
;得る ;

O｢現象をじっくりと観察で

きる場｣の工夫をする

･一人一実験の導入

･一人一人が実験に参加でき

るよう配慮する

･十分な時間の確保

･実験器具の整備

･実験､観察の技能の習得

;他者 と検討し合いながら結果L____._._.____-___.___._一一_.__.____-.I---～JJ･-1---,.---------一一-1一一1-I.---I.-~~-I-~~1
か ら結論を導き､新たな知を王L,_■_.______.___-.___.I_______._.●一一.__I一一一一p----II-■■---■1
;獲得する;

○お互いの考えを出 し合い､

結 論を導いていくことがで

きるような ｢相互作用の場｣

の工夫

･定型文の活用

･小グループや学級集団での

話 し合い

･表計算やプレゼンテーショ

ンソフトの活用

これらの過程を経て､チビもたちが問題解決の

楽しさが実感できる授業づくりを行うことにより､
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学び続ける子どもが育つであろう｡

6.単元の目標

人や他の動物の体の動きを観察したり､資料を

活用したりする活動を通して､人の体には骨と筋

肉があること､人が体を動かすことができるのは､

骨､筋肉の働きであることなどを知 り､生命を尊

重する態度や､人の体のつくりと運動とを関係付

けた考えをもっことができるようにする｡

①人や他の動物の体のつくりや動きに興味 .関心

をもち､自らの問題を見出そうとするo

②人の体のつくりと運動とのかかわりについての

考えをもち､資料などを活用し進んで調べよう

とするO は 然事象への関心 .意欲 .態度】

①骨や筋肉のつくりや働きを､連動と関係づけな

がら考えることができるo 【科学的な思考】

①人や他の動物の体を観察し､骨の位置や筋肉の

存在について調べることができるo

②調べたことを自分の言葉で分かりやすくノートに

書くことができるo 【観察 .実験の技能 .表現】

①人の体には､骨と筋肉があることを理解しているo

②骨､筋肉の働きによって､人は体を動かすこと

ができることを理解しているo

7.児童の実態 (本年度と本実践について)

2年日の学級である｡毎週木曜日の昼休みには

清整の時間を短くし､30分間程度の時間を設けク

ラス遊びをしている｡また､誕生日の友達を祝っ

てあげるために毎月誕生日会を行うなど､みんな

で活動することを楽しんでいるようである｡男女

の関わりがあり､物事を楽しみながら取り組むこ

とができる子どもたちである｡ しかし､一つのこ

とをみんなで計画していく許し合いでは､自分の

意見を押し通そうとしてわがままになってしまっ

たり､友達に任せっきりになってしまったりして

いる子もいる｡ そのため､特定の子どもの意見で

許し合いが進んでいることが多い｡千倉移動教室

に向けての取り組みから､みんなで活動する難し

さや大切さを感じ取 り､やや話し合いに参加する

子どもが増えてきたように感じる｡

昨年度の3年生時に､子どもたちは ｢風やゴム

の働き｣｢物と重さ｣の学習をしてきている｡両単

元ともA区分に当たり､｢風やゴムの働き｣では､

ものづ くり (ゴムや風の力で走る車)を通しゴム

や風のカで車を遠くまで走らせる方法を考え､｢物

と重さ｣でも､ものづくり (手作 り天秤)を通し

物の重さは形や種類によって変わるのか調べてき

た｡また､両単元とも ｢じっくりと実験 ･観察を

してもらいたい｣｢まず自然事象を自らの力で解釈

してもらいたい｣という授業者の願いから､-人

一つずつ実験セットを用意した｡ものづくりの活

動と､一人一実験を取り入れたことにより､子ど

もたちは自分の実験結果と友達の実験結果を比較

しながらよりよいものづくりをしていこうとする

意欲的な姿を見ることができた｡

本実践は､先に述べた学習とは違いB区分の学

習であり､実験と言うよりはいわゆる観察が主に

なる場合が多い｡また､自分の体について調べて

いくことになるが､じっくりと人の体のつくりに

ついて調べていくということが初めてという子が

大半を占めることが考えられる｡ そこで､昨年度

の学習と子どもたちの実態を生かせるために､本

単元でも昨年度同様ものづくりと一人一実験を取

り入れた実践を進めていきたい｡

導入では､みんなで-つのことを計画し実行す

ることを楽しむという子どもたちの実態から､｢五

十嵐君人形を人に近づけてあげよう｣と課題を設

定した｡ふにゃふにゃ人形を五十嵐君人形と名付

けた理由として､子どもたちが観察する対象 (千

どもたちの前に立つことが多い授業者)を同じに

するためであることと､今まで学習や生活を共に

過ごしてきた授業者の名前がついた人形に親近感

を覚えてくれるであろうと考えたためである｡ ま

た､｢人に近づけてあげよう｣と課題を設定した理

由として､人に近づけるためには何が必要なのだ

ろうか､腕や脚をつくる前に､人の体をじっくり

調べる必要があるのではないだろうか､つくり方

はどのようにしたらよいのか等､一つの人形を人
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に近付けるという目標に向かって､学級全体で問

題を見出し､解決していこうとする子どもたちの

姿を期待したためでもある｡

第 1時､子どもたちにふにゃふにゃな五十嵐君

人形を提示 した｡それを見た子どもたちからは､

｢あっ 1先生が着ていた服だ｣｢軍手もしているよ｡

しかも新潟って書いてある｣｢靴下も同じ物を先生

が履いているのを見たことがある｣などの声が聞

こえてきた｡ 興味をもってくれたようである｡授

業者と人形を比べ始めると ｢人形はしぼんでいる｣

｢ひょろひょろしている｣｢中身がない｣｢背骨がな

い｣｢動かない｣などの気付きが出てきた｡そこで､

授業者から ｢この五十嵐君人形を人に近づけてあ

げましょう｣と､単元全体の大きな課題を子ども

たちに投げかけた｡すると､｢まずは立たせてあげ

ようよ｣と発言する子や､その子に対 して ｢棒を

入れれば良いじゃないのかな｣と答える子がでて

きた｡その意見に対してはさらに､｢ただの棒で本

当にいいのかな｡棒だけだと､ひょろひょろした

ものになりそうだけど｣｢僕は腕や脚にも棒のよう

なものが必要だと思う｣など､活発に発言が続き､

学習の見通しもっことができるような意見や学級

全体の問題につながるような授業者が望んでいた

発言が出てきた｡そこで､今後の学習の見通しと

問題をはっきりさせるために ｢人形を人に近づけ

るために何が必要なのか｣｢これから先､何をして

いく必要があるのか｣を授業者から子どもたちに

問いかけた｡子どもたちは ｢腕､脚､背骨が必要｡

腕や脚､背骨をつくるためには､まずは人の体を

観察することが必要｣とまとめ､第1時を終えた｡

第2､3時､骨､筋肉､関節の存在 と動き方に

気づくため､まずは腕に特化した｡腕のつくりは

関節の数が少なく､骨や筋肉の存在にも比較的気

づきゃすいからである｡ 前時の学習内容を思い出

し､この時間は､腕の模型をつくるために観察す

ることを子どもたちと再確認した｡模型づくりの

ために観察するという目的をもつことが､観察し

ようとする意欲を高めることができると考えたか

らである｡｢硬い筋肉がある｣｢ごつごつしている｣

｢曲がるところがある｣｢直角よりも大きく曲がる｣

｢ぷにぷにしている｣など､自分の腕を見たり触っ

たりしながら､骨､筋肉､関節の存在に気付くこ

とができた｡ 存在に気付いた後は､関節や筋肉の

動き方を模型をつ くるうえで調べておなかければ

ならない｡これらの動 き方を調べておかないと､

模型をつ くるときの話 し合いの軸が ｢関節や筋肉

の動き方｣と ｢木 (骨)と木 (骨)のつなぎ方や､

輪ゴム (筋肉)のつけ方｣の二つに分かれてしま

うからである｡ 問題がはっきりした状態で子ども

たちが模型づ くりに取 り組めるよう､授業者から

は ｢腕には骨と関節､筋肉があることが分かりま

したが､以上のことで人の腕に近い模型をつくる

ことができるでしょうか｣と目標の明確化をねら

うための問いかけをした｡骨､関節､筋肉の存在

だけではなく､それらの動き方についても調べて

はしいとの思いからである｡｢もう大丈夫｡つくる

ことができるよ｣と言う子がいたが､｢何でつくる

ればよいのかな｣｢筋肉は硬 くなったり､柔らかく

なったりするよ｡｣等の意見が出てきたので､｢動

く模型と動かない模型はどちらが人の腕に近い模

型と言えるでしょうか｣と問いかけ､｢関節と筋肉

の動き方｣を調べていくことにした｡関節の動き

は ｢直角以上に大きく曲がる｣と､どの子も同じ

観察結果を得ることができた｡しかし､筋肉に関

しては④の存在に気付 きながらも､動きを洗える

事ができなかった｡子どもたちの結革としては ｢骨

を守るための筋肉であろう｣であった｡ 当初は､

④の筋肉についても動きを捉えた上で模型づくり

に取 り組ませたいと考えていたが､第5時 ｢ゴム

(筋肉)の付き方｣の話し合いで､緒論に結び付く

ポイント (筋肉の存

在価値 ･腕を伸ばす

ために必要な筋肉は

どれか)になると考

え深入 りせず授業 を

終えた｡

第4時､腕の模型づ くりに入ったO今回は一人

-つずつ模型をつ くることができるよう､木を2

本ずつ､ガムテープを法に一つ用意 した｡学習内

容においては､班で実験器具-セットを用意し､
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協力しなが ら (二人が操作､二人が記録など)実

験を進める方が良い物 もあるが､今回の学習は､

観察を通 して自分で気づいたことを模型に表 した

り､試行錯誤 したりしながら人の腕に近い模型を

つくる内容であることから､子 ども一人一人の思

いを大切にするためにも､一人-セットを用 意 し

た｡これまでの学びが今に結びついていることと

観察することはとても意義のあることに気づかせ

るため､まずは､今まで観察して分かったこと ｢反

8.学習活動展開案

対には曲がらない｣｢直角よりも大 きく曲がる｣を

振 り返った｡その後は､木のつなげ方に着 冒し模

型づ くりを進めていたが､｢人の腕は直角よりも大

きく曲がるが､ペタッとは くっつかない｣など､

ものづ くりを通 し新たな気づ きがあった｡ ものづ

くりを通 して､人の腕に近い模型をつ くるために

は自分の体 と模型を比較 しなが らさらに観察する

ことが必要であるということを､子 どもたちは実

感できたようである｡

吹 過程 ○ 主な学習活動 ◇支援 ㊥評価△発間のねらいや留意点

第 事象 <第1時> ◇ふにゃふにゃな人形を

吹人の腕 壁不予悲仮説問題発 ○五十嵐 く4,人形を立たせるためにはどうしたらよいのかを考える ｢五十嵐 くん人形｣と名付 けることにより､親近感をもたせるo◇チ ビもたちの問いが分散化 し過 ぎないように､立たせることに特化するo㊥立つために必要なことを考え､見つけることができるo◇ これか ら先の学習の見

【問題】

五十嵐 くん人形を人に近付 けるためにはどうした らよいのだろう

のつくり か ?○人形を人に近付けるために何が必要なのかを考える

と運動 ･腕や脚の代わりになるものが必要だと思います○腕や脚の代わりになるものをつ くるためには､何をしていけばよし

見 のか考える

把 ･材料を考える必要があると思います
撞 ･まずは､自分の体を観察し､調べていく必要があると思います

【結論】

･五十嵐 くん人形が人に近づ くためには､背骨の代わりになるもの 通 しをもたせるo

を入れるだけでなく､腕や脚にも人と同じようなものを作る必要

がある

･人の体を観察 し､作 りを調べていく必要がある

問題 <第2時> ◇ ノー トに自分の腕の絵を措き､腕のつ くりや気付いたことを書 きやすいようにするo

発見 〇本時の学習に見通しをもつ
T:前回の学習で､人形に腕､脚を付けてあげることが必要だという

把 ことが分か りましたoそこでまずは､腕をつけてあげたいと思う

撞 のですがo

･棒を入れればよいと思います

･ただの棒を入れるだけではだめだと思いますo曲げることができる

ような人の腕に近いものをつ くるためにも､まずは人の腕 を調べる
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実顔観察鰭蘇 ◇黒額には､腕の絵を大きく措いておき､子どもたちの気付 きと絵を関連させながら板書す

【問題】人の腕が曲がったり伸びたりするのは､腕がどのようなつ く

りだからなのだろうか

○自分の腕を動かし､腕の動き方を観察するo

○観察し気付いたことを発表する るo㊥骨 .筋肉 .関節の存在に気付 くことができるo

･左腕も右腕も.､-か所だけが曲がる

【結論】

･腕には､骨､筋肉､関節があるため､曲げたり伸ばしたりするこ

とが できる

問題発 <第3時> ◇関節や筋肉の動きを知○前時の学習を振 り返り､本時の学習問題を考える る必要があることに気

見 T:前回の授業で､骨､関節､筋肉の存在に気付 きましたね○関節や 付かせるo◇自分の腕を実際に触り

把 筋肉があるということだけでなく､他のことに気付いた人はいま

撞実敬観察結章凸. すか

･関節は､反対には曲がらないことに気付きました

･筋肉は､カを入れると盛 り上がっていました

T:関節や筋肉の動きについての気付きですね

･関節や筋肉､骨があるということだけではなく､動きも調べる必要

があると思います

【問題】関節と筋肉はどのように動くのだろうか

○自分の腕を観察し､関節と筋肉の動きを調べる

･盛 り上がる筋肉と､伸びる筋肉があるよ ながら､調べることが

○気付いたことを発表する できるよう声かけをするo
【結論】

p冊 ･腕の関節は直角よりも大きく曲がるが､反対には曲がらない

･腕を曲げたり伸ばしたりすると､筋肉は伸びたり縮んだりする

問題 <第4時> ◇一人-セウト (木 :二

栄見把 ○前時の学習を振 り返り､本時の学習問題を考える 本)を用意する○◇ どの子にも見えるように､書画カメラを使い､発表する子の模型をテ

T:前回の授業では､人の腕の関節や筋肉の動きを調べましたねo今

日は､いよいよ腕の模型をつくりたいと思うのですがo

撞実験戟察 ･今まで､関節や筋肉についてたくさん調べてきたから､もう大丈夫

だと思います

･早 く腕.の模型をつくりたいです

【問題】どのように木をつなげば人の腕のように動 くのだろうか

〇人の腕と同じように動 く模型にするためには､どのようにつなげた

ら良いのか考える レビに映す

T:一人-セット用意してあります.人の関節め動きを観察しながら､◇｢反対には曲がらない､

腕の模型をつくりましょう 直角以上曲がる｣とい

･木をどのようにつなげたら､人の腕と同じように直角より大きく曲 う子どもたちの気づき

がり､反対には曲がらないような模型ができるのかな と模型 を比べながら､

○木のつなげ方を発表する 木の付け方を考察するO.
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蘇蘇 ㊥人の腕の骨の付き方を､腕の動 きと関係付けなが ら考えることができるo

【結:】 , し⇒ C, 刀

･上のように木をつなげると､人の腕と同じように曲がる

○前時の学習を思い出す

【問題】どのようにゴムをつけると人の腕のように動 くのだろうか

○前々時に観 察 して気 付いた 腕の筋肉が動 く様子を発表する .

○自 分の腕や 前 時まで に 腕 の動きを観察し記 録 し た ノー トを 見 な が ら

腕 の 模型にゴム (筋 肉 の 代 わ り) をつ け る

○つくっ た 模型 を 発 表 し合 い ､ ど のよう に 輪 ゴムを 付 け た らよ い の カ

を考え る

○友達の意見を参考にし､筋肉を付け直す .

○緒論付ける

【結論】 l 一

＼ L L が ら､腕の模型に輪ゴ

･上の図のようにゴムをつけると､人の腕のように動 く ム (筋肉)をつけるこ

･骨を動かすことができるように筋肉はついている とができるo

筆間目貫く第6時> ◇前時までに作成した腕

戻入の 7E邑発○体全体の骨について考える のモデルを提示するこ

見 ･たくさんあると思う とにより､体全体のつ

把 ･レントゲンの写真を見たことがあるけど､手の骨よりも長い骨があっ くりはどのようになつ

【問題】

人の体のどこに骨があり､どのような骨がどれぐらいあるのだろう

と逮動 か

t【予想 .仮説】 ;
体全体にあり､50本 くらいあるのではないだろうか ;I

○自分の体をさわつたり観察したりしながら調べ､模造紙に措 く

○結果を発表する

【結論】

結請-･大きな骨や小さな骨が体全体にある 全体にある骨の存在に気付 くことができるo
･骨は100本以上あるが､骨が無いところもある･骨は100本以上あるが､骨が無いところもある
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問題発見予想仮説実験戟 <第7時> ◇体全体の骨を模造紙に措いたものを提示 し､本時の問題につながるようにするo◇骨格標本モデルを積極的に触るよう声かけをする去㊥骨の大きさと動き方を.関係付けて､大きさが違う骨がある理由を考えることができるo

○大きさが違う骨がたくさんある理由について考える

【問題】人の体には､なぜ､大きさの違う骨が数多くあるのだろうか

･骨が数多くあった方が､体を動かすことができる

(;【予想 .仮説】

;体を動かすために小さな骨が必要であったり､大きな骨は体を支えI

;るためにひっようであったりするためJ

○人体骨格標本や自分の体を触ったり観察したりしながら､大きさの

違う骨がある理由を調べる

○観察し分かったことを発表する

察結寺△ー･手や足など､細かい動きができる場所は骨が小さい

○結論付ける

【結論】

琵間 小さな骨は細かい動きをするため､大きな骨は体を支えるために存

在するなど､それぞれ役割かあるため

予想仮読実験観察緒蘇 <第8時> ◇体全体の骨を措いた模造紙と腕の模型を提示し､本時の問題につながるようにする○㊥自分の体を動かしたり､友達の体の動きを観察したりすることにより､

【問題】関節は体のどこにあり､どのよう.な動きをするのだろうか

【予想 .仮説】

手や腕､脚や首など､動かすことができる場所はたくさんある○ ま

た､動き方はそれぞれの場所で違う

○自分の体を動かしたり､友達の体を観察したりしながら､体の動き

を観察し､模造紙に記入する

･首や腰は回すことができる

･手や腕など､同じ方向にしか曲げることができないところもある

○庸論付ける

【結論】

首や手足など､関節は体の中にたくさんあるo動き方は､回すこ 体全体の関節の存在に

とができるところと､同じ方向にしか回すことができないところも 気付くことができろ o

ある

問題発見予想仮説実敬 <第9時> ㊥首や脚など自分の体の様々な個所を動かしたり､.友達の体の動きを観察したりするととを

【問題】筋肉は体のどこにあり､どのような動きをするのだろうか

○模造紙に措いた体全体の骨格モデルを見ながら､体全体の筋肉につ

いて考える 通して､体全体の筋肉やその動きについて調べようとするo◇腕の模型をつくったときのことを想起させるo

【予想 .仮説】

腕の回りにある筋肉と同じように､体全体の骨を動かすために筋肉

も体全体にあり､伸びたり縮んだりする
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観察結論 ○自分の体を動かしたり､友達の体を観察したりしながら､筋肉があ 骨や関節 との関連を意

る場所と動きを調べ､模造紙に記入する 識 しながら調べられる

○調べたことを発表する ことが期待できるo

･足も腕と同じような作 りになっている ㊥観察を通 して､体全体

･手にも筋肉があり､指をしなやかに動かすことができる の筋肉の存在に気付 くことができるo

【結論】
脚や胸など､筋肉は体の中にたくさんあるo動き方は､腕と同じ

ように伸びたり縮んだりする○

実験観察 <第10時> ◇子 どもたちの力で作ることがで きるものは､できるだけつ くるようにするoそのことによ

五十嵐君人形を完成させよう

○分担して､脚や背骨をどをつくる

○人形を完成させたときの感想を発表する り､人の体の巧みさや

･人の体に人形を近付けるのは､とても大変だと思いました 素晴らしさに気付 くこ

･人の体のつくりは､とても難しいと思いました とが期待できる○

9.本時の展開 (10時間扱い 第5時) とする 【自然事象への関心 ･意欲 ･態度】
(1)本時の目標 ･人の腕の筋肉の付 き方を､腕の動きと関係付

･人の腕のつ くりや動きに興味 ･関心をもち､ けながら考えることができる 【科学的な思考】

意欲的に人の腕の筋肉の付 き方を観察しよう

(2)本時の展開

学習過程 ◇支援㊥評価 △発間のねらいや留意点

○前時の学習を思い出す ◇前時の学習を思い出せるように､つ

腕の模型は､これで完成ということでいいですかo くつた模型を捷示するo◇ヒートンを一人 8個､輪ゴム (細い輪

･まだ､完成だとは言えないと思いますo

･木だけだと､骨だけの腕と同じなので､骨を動かすため

の筋肉も付ける必要があると思います

T.:それでは今日は､ゴムと木を使って人の腕の模型をつ

どのようにゴムをつけると人の腕のように動 くのだろ すな

うか

前々時に観察して気付いた腕の筋肉が動 く様子を発表

る

腕を曲げると筋肉も動きました

腕を曲げると､筋肉が盛 り上がるところと平べったく
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○自分の腕や前時までに腕の動きを観察し記録したノート

を見ながら､腕の模型にゴム (筋肉の代わり)をつける

T:それでは腕の模型をつくりましょう｡誰がより近いも

のをつくることが できるでしょうか

○つくった模型を発表し合い､どのように輪ゴムを付けた

らよいのかを考える

Aくん

Cさん

Bくん

Dさん

･Aくんの付け方だと､腕が曲がったままになって､元に

戻らないと思います｡それと､関節のところから筋肉が

盛 り上がってしまうから､Bくんの方が人の腕に近いと

思います

･見た目は､Bくんの付け方が人の腕に近そうだけど､B

くんの付け方だとゴムが付いていないときと同じように､
骨は動かすことができないと思います｡

･私はDさんの付け方が､-番人の腕に近いと思います.

Cさんの付け方も似ているのですが､-か所だけ､ただ

付いているだけの筋肉があるからです

･僕は､Cさんの付け方で良いと思います｡-か所､ただ

ついているだけの筋肉があるけど､骨を守るための筋肉

だと思うからです

･Cさんのようにゴムをつけた場合腕は曲がるけど､腕を

伸ばしにくくなると思います

･やっぱり､腕を動かすためにはDさんの付け方が一番良

く､人の腕に近いと思います｡

･Cさんの付け方でも､ゴムの力で腕が伸びると思います｡

○友達の意見を参考にし､筋肉を付け直す
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△より人の腕に近い模型をつくりたいと

思えるようにする｡

◇自分の体と比較しながら模型をつくる

ことができるように声かけをする

◇どのように輪ゴムを付けることが正し

いのかの話 し合いが活発化するために

も､机間指導を通し､子どもたちがど

のように輪ゴムを付けているのか把撞

し､ゴムの付け方が違う模型をいくつ

か発表の際に紹介できるようにする｡

㊥繰 り返し自分の腕を観察しながら､筋

肉の付き方を調べようとする

◇つくった模型を書画カメラでテレビに

映し､みんなで見合えるようにする｡

◇ホワイトボー ドに子どもたちが考えた

ゴムの付け方を絵で表し､考えを共有

できるようにする｡

◇子どもたちには､自分が考えたゴムの

付け方 と同 じ絵のところに名前マグ

ネットを貼らせ､自分の考えを明確に

させる｡そのことにより､誰がどのよ

うに考えているのかが分かり､話し合

いが活発化することが期待できる｡

◇言葉だけでは､伝わりにくいことが考

えられるため､模型を提示しながら説

明するよう声かけをする｡

◇実際に筋肉の模型や皮膚の内側を観察

したわけではないので､無理に一つの

結論に結び付けることはせず､子ども

たちの考えを大切にする｡そのことに

より､子どもたちの考えが深まってい

くことが考えられる｡二つ位の考えま

で絞られれば､｢どちらが良いのだろ

う｣｢実際にはどのようになっている

のかな｣などと､実際の腕のつくりや

筋肉の付 き方を見てみたいと思う子ど

もの姿が期待できる｡探究心が高まり､

市販されている模型を使う必然性が出

てくるであろう｡



(3)評価

･何度も自分の腕を動かしたり触ったりしなが

ら､人の腕の筋肉の付き方を調べようとする

【自然事象への学習意欲 ･態度】

(4)板書計画

7/1うで どのようにゴムをつけると】

人の腕のように動くのだろうかl

のきん肉を観察して分かつたこと

･人の腕の動きと筋肉の付 き方が関係 している

事に気付 くことができる

【科学的思考】

A 巨 琴 B 良

輪ゴムが間接の うでが曲がらない

ところから出てしまう

二三 ≡ 二 三

人のうでと同じように動 く 伸ばす力は弱いが人のうでと同じように動 く

cDのようにゴムをつけると人のうでのように動く

骨を動かすことができるようにきん肉はついている
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10.座席表

児童の実態と期待する姿 ～アンケー トの結果より～

女子 3 男子 14
①あまり (Dまあまあ好き

②まあまあ好き ②まあまあ好き

③あまり (卦少し好き

期待:丁寧に観察 期待 :よ.り適切な

する姿 輪ゴムの付 け方を発見し､積極的に発言する姿

男子 1 女子 17
①少し好き ①とても好き

②とても好き ②まあまあ好き

(卦まあまあ好き ③とても好き

期待:自分の考え 期待 :友達の考え

を模型に表現す を参考にし輪ゴ

女子 19 男子4
①少し好き ①とても好き

②まあまあ好き ②とても好き

③少し好き ③とても好き

期待:友達と意見 期待 :腕の動きを

交流をしながら じっくり観察し､

模型づ くりをす 輪 ゴムの付 け方

る姿 を考える姿

男子3 女子 13
(∋まあまあ好き ①とても好き

②あまり ②とても好き

③まったく ③まあまあ好き

期待:自分の考え 期待 :友達と意見

を積極的に発言 交流をしながら

女子 14 男子 16
①とても好き ①とても好き

②とても好き ②とても好き

③まあまあ好き ③とても好き

期待:友達と意見 期待 :じっくりと

交流をしながら､ 観察し､人の腕に

よりよい輪 ゴム 近い模型をつく

の付け方を見つける姿 る姿

男子8 女子 15
①まあまあ好き ①とても好き

②とても好き ②とても好き

③とても好き ③まあまあ好き

期待:積極的に発 期待 :試行錯誤を

言する姿を期待 しながら､自分な

①理科が好きかどうか

②ものづくりが好きかどうか

③観察が好きかどうか

※理科に関するアンケー トの

女子4 男子6
①とても好き ①まあまあ好き

②とても好き ②まあまあ好き

③とても好き ③とても好き .

期待 :独自の輪ゴ 期待 :輪ゴムの付

ムの付け方を発 け方を発表す る

見する姿 餐

男子 18 女子 16
①とても好き ①まあまあ好き

②まあまあ好き ②とても好き

③まあまあ好き ③とても好き

期待 :じっくりと 期待 :自分の考え

模型づくりをす を意欲的に発表

女子8
①まあまあ好き

②とても好き

③とても好き

期待 :じっくりと

観察し､輪ゴムの
付け方を考える

質

男子 19
①まあまあ好き

②とても好き

③とても好き
期待 :積極的に発

言する姿

男子 13

①まあまあ好き

②とても好き

③あまり

期待 :自分の考え

を模型に表そ う

とする姿

女子 7
①まあまあ好き

②まあまあ好き

③少し好き

期待 :じっくりと

観察する姿

女子 18
①とても好き

②とても好き

③少し好き

期待:友達と協力
しながら輪ゴム

の付け方を考え

る姿

女子2 男子 7
(∋とても好き ①とても好き

②とても好き ②とても好き

③とても好き ③あまり

期待 :友達と共 期待 :じっくりと

に､模型づくりを 観察姿を期待す

楽しむ姿 る

男子 10 女千 ll
①まあまあ好き ①とても好き

②まあまあ好き ②とても好き

③まあまあ好き ③とても好き

期待 :みんなを納 期待 :独自の付け
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女子 10 男子2
①とても好き ①とても好き

②とても好き ②とても好き

③少し好き ③まあまあ好き

期待 :じっくり観 期待 :試行錯誤し

察する姿と､ゴム ながら輪ゴムの

の付け方に関す 付け方を考える

る発言をする姿 餐

男子 5 女子 1
①とても好き ①少し好き

②とても好き ②とても好き

③あまり ③まあまあ好き

期待 :試行錯誤し 期待:じっくりと

なが ら輪 ゴムを 観察する姿

-女子 19 男子 15
①少し好き ①あまり

②まあまあ好き ②あまり

③とても好き ③まったく

期待 :積極的に自 期待 :適切な輪ゴ

分の考えを発言 ムの付け方を発

する姿 見する姿.友達に意見を積極的に言う姿

男子 12 女子 12
(∋まあまあ好き ①とても好き

②とても好き ②とても好き

③まあまあ好き ③少し好き

期待 :よりよい輸 期待 :友達の考え

ゴムの付け方を を聞き､よりよい

女子 6 男子 17
①とても好き ①とても好き

②とても好き ②とても好き

③まあまあ好き ③とても好き

期待 :友達 と共 期待 :友達 と共

に､よりより輪ゴ に､模型づくりを

ムの付け方を見 楽しむ姿

つけようとする

餐

男子 9 女子5
(∋とても好き ①とても好き

②とても好き ②まあまあ好き.

③まあまあ好き ③まあまあ好き

期待 :友達の意見 期待 :友達と共に

を受け自分の考 適切な輪ゴムの

えを述べる姿 付け方を発見する姿.意見を発表する姿



児 童 の 実 態 ～前時 (6月 29日) の学 習 感 想 よ り～

女子3 男子 14
腕の模型でも､木 みんなの意見の
だからいくらぺ 中では､男子 15
つたんこにしな 君のが良い と恩

くてもぷにぷにじやなければ腕に見えないよね つた

嘉子 1 女子 17
ガムテープを工 少 し上手に模型

来して貼った (さ ができたので嬉

女子 19 男子4
間接を作るのに､ 鹿の模型は作る

時間がかか りま のが大変だとい

したOガムテープ うことが分かつ

をいっぱい使い たo今度はきちん

ましたo班のみん と筋肉を作 りた

なで｢丈夫な腕競争｣をしましたo私が一位でした い

男子3 女子 13
実際に模型を作 最初はどうすれ

つてみたら反対 ば腕が曲がるの

に曲が らないよ を丁度いいとこ

うにするのが難 ろで止められる
しかった か迷っていたん

だけど､作ってい

るうちに段々腕

に似てきたし､友

達の工夫も取 り

女子 14
私はガムテープ

を何故 もはって

ちゃん と曲がら

ないようにした

けれど､石をガム
テープにはった

りしている人も

いたのでそ うい

う作 り方もある
んだなあと思っ

た

男子 16
骨だけじゃ､人間に近
づかないなあ

男子8
本物の骨の動き
には近づいたけ

ど､皮膚や肉には
まだ近づいてい

ない｡本物にはま

だまだです｡

女子 15
本物の腕とは適 うと
ころがいっぱいあっ

て､やっぱり本物の人

間とは連 うなと思っ
た｡人間と模型が違う

ところは､模型は動か

ない｡人間は体の中で
いろんなものが動い

ていることです

女子4 男子6
手の肘のところ 何か足 りない と

に小石を入れて みんな思って僕

反対に曲が らな はなんなんだろ

いようにした うと思ったら､肉

が足 りないと思

つたO早く作りた
いです

男子 18 女子 16
腕の骨を作れて 肘を作るのが難

女子8 男子 19
最初はどうしようか建って 常織のことも､こ

いたけど､結局できました○ うして見ればお

男子15君のと似ていてガム もしろいと思い

テープを重ねて作りまし ました

たo意外とこれが成功しま

したOでも､みんな一番最

初作り方が同じでびっくり
しました次回は肉だと思い

ます○理科は得意ではない
･けど五十嵐君人形を作るこ

とはとても楽しいです

男子 13 女子 7
科学的に考えること 筋肉はつけられ

が好きだか ら楽 しか なかったけど､骨

女子 18
今 日は実際に模型を作 りま

したo私はいろいろ工夫して

やつたら､人の腕に近いもの

ができました○今度は皮膚や

その他いろいろなものをつ

女子2 男子 7
人間の腕に近づ 僕だけの工夫が

けるのは難しいo あった○それは､横に曲が らないようにする工夫だ

男子 10 女千ll
変な方向に腕が 骨が見えないの

曲がって しま う で､とても大変で

から､そこを直し したOでも､ガム

たい テープを何回も貼り直したり､頭をひねった りして分かりました
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女子 10 男子 2
今日は木2本で腕を 最初､どうやって

作ってみましたoち 作るのかなと思

やんと人間の腕 と つたが､骨があり

できるだけ似てい だいぶ簡単で し

るようにさせま し た

た○私のは私なりに

うまくできたと思
つているので良か

つたです

男子5 ･女子 1
腕 と違ってくっつ どうやってはつ

女子 9 男子 15
た しか笹木 とガ 人間の骨のよう
ムテープだけ じ に､途中で止まる

やだめだ と思い ようにできたQ普

ます 通にぐるぐる巻きにしたらできた

男子 12 女子 12
木 とガムテープ 自分の体 (腕)の

だけじゃなく､石 ことは分かった

を使っていてび けど､模型を作つ

女子 6 男子 17
人の骨に似た も 腕の骨や関節を

のを作るのは､い 作るのが難 しか
ろいろな工夫が つたOだからでき

できて楽 しかつ たときは嬉 しか

たですら曲がりす つた
ぎないようにす

るのが大変で し

た

男子 9 女子5
模型を作るとき 曲げるときに木

に 2度も失敗 し と木をくっつけ

たけどけっこう ないようにする

うまく作れて良 のが とても難 し

かつたO早く筋肉 かつたですo今度
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12.振り返り

(1)本時に目指していたこと

本時は､腕の模型に筋肉の代わりになる輪ゴム

を付けることが子どもたちの目標であった｡しか

し､授業者としては､より人の腕に近い模型を作

るためにじっくりと自分の腕を触ったり動かした

りしながら観察すること､話し合いで一つの結論

に達するのではなく､人の腕に近い輪ゴムの付け

方を考えるためには観察だけではなく資料の活用

も必要であることに気づき､子どもたちにとって

意味のある資料を用いた調べ学習につなげていく

ことがねらいであった｡

(2)本時の振り返り

｢どのようにゴムをつけると人の腕のように動く

のだろうか｣が本時の問題であった｡筋肉の代わ

りに輪ゴムを用いて模型作 りを行う際に､輪ゴム

の付け方 (筋肉のつき方)に焦点を絞って観察や

模型作 りを行うことができるよう､目標の明確化

を行った｡子どもたちは自分の腕の筋肉がどのよ

うについているのか､そのためには輪ゴムをどの

ように付ければよいのかなど､自分の腕を触った

り動かしたりしながらじっくり観察したり友達と

相談したりしながら､意欲的に模型作 りに取り組

むことができた｡どのように輪ゴムを付けた方が

人の腕により近いのかを話し合う場では､自分の

腕を触ったり動かしたりする観察だけでは情報が

足 りず一つの結論に達することができなかった｡

授業者がねらっていたことは､自分の腕を観察す

るだけでは一つの結論に達することができないた

め､本や模型を用いて調べてみたいという子ども

たちの願いであった｡この子どもたちの願いと見

通しが､学び続ける意欲につながると考えていた

が､実際は写真や模型などを使いたいという願い

は子どもたちからは出ず､混沌とした状態で授業

は終わってしまった｡ 模型作 りを行っている最中
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に観察したことを上手 く模型に表現することがで

きない子がいたり､グループでの話し合いがそれ

ほど活性化しなかったり､本当はどのように筋肉

がついているのだろうかという思いを子ども一人

一人に強くもたせることができなかったことが原

因と考えられる. 本当はどのようにならているの

だろうかという思いをどの子にも生み出すために

｢どうしてそう考えたの｣などの授業者からの根拠

を問う声かけが少なかった｡机間指導の際や全体

での話 し合いの場でこのような声かけを授業者か

ら積極的に行っていれば､本当はどうなのだろう

かという思いをそれぞれの子どもにもたせること

ができ､写真や模型などの資料が必要だという声

を子どもたちから聞くことができたのではないか

と考えられる｡

(3)3コントロールについての振り返り

①課題のコントロール

｢五十嵐くん人形を人に近付けてあげよう｣と単

元全体の大きな課題を授業者が設定することによ

り､人の腕や脚と同じような物を作る必要がある､

肉の代わりになるものも必要だと思う､腕や脚を

作る前に自分の体をじっくりと観察する必要があ

ると思うなど､学習問題や学習の見通しをもっこ

とができた｡子どもたちに問いや問題を見出させ

るために､課題を工夫 し授業者から捷示すること

が必要であると考えられる｡

②素材のコントロール

作 り替えが容易な素材であった｡そのため､自

分の表現 したいことを表現できる子が多かった｡

また､模型に輪ゴムを付ける箇所を2カ所ではな

く4カ所にすることにより､本当はどのようになっ

ているのだろうという思いから､子どもたちにとっ

て観察する意義を見出し深 く追究することもでき

た｡しかし､筋肉は収縮することによって骨を動

かすことができるなど､筋肉の動きを追究してい

くためには素材をさらに工夫する余地がある｡

③相互作用の場のコントロール

模型を作るために自分の腕を動かしたり触って

みたりとじっくり観察するチビもたちの姿から､

模型と子どもたちとの相互作用はよく働いていた｡

自分の考えを表現しやすいなど､素材が適してい

たことなどが理由として考えられる｡しかし､話

し合いの場で子どもたち同士の相互作用を十分に

働かせることはできなかった｡ 授業者による声か

けを吟味し､子どもたちの発言の評価を適宜行っ

ていく必要がある｡
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